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平成２５年２月１２日（火）中部総合事務所において、「学校支援ボランティア研修会（中

部地区会場）」がコーディネーターや教職員等を対象に開催されました。６０名の参加者が

あり、２つの実践発表と意見交換が行われました。 

 

 
 

倉吉市立成徳小学校での取組を松本玲子教頭が

発表されました。 

 

地域学校委員会という倉吉市独自の仕組みの中

で、学校支援ボランティアを推進しています。 

成徳小学校のボランティアは、学習支援、環境整

備に留まりません。新しい取組として、学級懇談や

学年懇談の間、ボランティアが低学年児童を預かっ

たこと、創立１４０周年記念としてちくわ作りでギ

ネスに挑戦したことを発表されました。 

 

 

   
 

３月 ６日（水） 

 中部地区社会体育担当者会（中部総合事務所） 

３月１２日（火） 

 中部地区社会教育担当者会（中部総合事務所） 

３月１４日（木） 

 第２回市町村人権教育行政担当者会（倉吉体育文化会館） 

３月１９日（火） 

 中部地区人権・同和教育担当者会（中部総合事務所） 

 

組織等をわかりやすく発表。松本教頭 



 
 

琴浦町立成美小学校での取組を澤田豊秋コーデ

ィネーターが発表されました。成美っ子見守り隊

（登校時の見守り活動）を組織して感じた子ども

たちの反応と、その変化を中心にお話されました。 

人権を基軸に安全で安心して暮らせる地域づく

りのためにも、子ども、家庭、学校、地域が連携

し、信頼関係を構築するこの事業を推進していき

たいという内容でした。 

 

 

 
  

意見交換は、「子どもたちにどんな力をつけるこ

とができるか」、「学校とコーディネーターの連携

で大切なこと」、「学校支援ボランティア活動の成

功事例とうまくいかなかった事例」等、テーマを

テーブル毎に変えて行いました。 

教職員とコーディネーターがそれぞれの立場で

しっかりと意見交換していました。 

 

 

 

 

   
 

 
 

 
 

ＮＰＯ法人里山地域研究会が、東伯郡社

会教育協議会の社会教育活動交付金を活用

して、「みささ青空体験塾」を実施しました。

そのレポートが届きましたのでお知らせし

ます。 

 

ＮＰＯ法人里山地域研究会は、１２月、

１月、２月に３回「みささ青空体験塾」を

実施しました。 

 

感謝状を手に発表。澤田コーディネーター 

白熱する意見交換 

子どもたちと正月用飾りを作りました。 



１２月２２日（土）は、三朝町文化ホールで開催された「三朝町輝く子どもフェスティ

バル」に、「みささ青空体験塾」塾生の子ども３０人とＮＰＯの１２名が参加しました。総

参加者約２００名の大きなイベントでしたが、３人の児童がパワーポイントを使って「み

ささ青空体験塾」の活動報告を行い、来場者にその楽しさを伝えました。 

ＮＰＯの参加者は正月用の飾りブースを任され、講師の指導のもと、子ども達に飾り作

りのお手伝いをしました。すばらしい正月を迎えたことと思います。 

 

１月１９日（土）は、２８名の塾生がケーキ

作りに挑戦しました。山本享子さんと田栗由紀

子さんの指導で、「おからケーキ」「チーズケー

キ」「豆腐入りケーキ」３種類のケーキを作りま

した。 

ケーキ作りは、低学年の児童には難しかった

と思いますが、ＮＰＯの女性達のアシストで上

手に仕上げることができました。次年度も挑戦

してもらい、将来ケーキ職人として活躍しても

らいたいと思いました。また、殆どの子がケー

キを持ち帰りました。各家庭で会話が弾んだこ

とだと思います。 

 

２月１６日（土）は、２０名の塾生が「イン

ドネシアカレー」を作りました。 

食材の一部は、県外から取り寄せたり、指導

をお願いしたインドネシア人のアリスさんが本

国から送っていただいたりした本格的なもので、

ＮＰＯの１３名は、アリスさんの自宅でリハー

サルをし、本番を迎えました。 

持ったことのない包丁で玉ねぎを切り、ニン

ジンの皮を剥き、にんにくをすって、下準備を

しました。塾生の中には、玉ねぎを切る時、涙

が出て調理を嫌がった児童もありました。 

頭に頭巾をかぶりエプロンをした子ども達か

ら、大人になり家庭で料理をする姿が想像でき、

おかしかったです。また、日本のカレーとはず

いぶん違う味だったので、子どもたちは、どう

感じたのか考えると感慨深いものがありました。 

料理作りに留まらず、料理作りに入る前に、

アリスさんに国際理解としてインドネシアなど

イスラム圏の文化について話していただきまし

た。子ども達は有意義な一日を過ごせたのでは

ないかと思います。 

 

楽しくケーキ作りをしました。 

作り方はしっかり聞いて。 



  

 
 

 
 

中部教育局のマスコット・キャラクターちゅう

ぶくんが誕生してから１年が経ちました。 

 

平成２４年２月１３日に中部教育局のホーム

ページに登場して以来、中部教育局は、「心と

からだいきいきキャンペーン」の６つの柱につ

いて、まんがやイラスト、ポスターで PR して

きました。 

今後も子どもたちの基本的生活習慣の定着に

向けて、様々なまんがやイラストを作成してい

く予定です。 

 

 
 

 

 

【あとがき】 

ちゅうぶくんはまだまだ続けます！ 

と宣言したものの、絵を描くのも、ネタを考えるのも大

変です。なにか良いネタを思いつかれた方がありました

ら、大本まで御連絡いただけると嬉しいです。（大本） 

中部教育局 

社会教育担当 
電話  0858（23）3253 

FAX   0858（23）5203 

E-mail daimotoy@pref.tottori.jp 


